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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

門脈圧亢進症に伴う食道・胃静脈瘤や肝性脳症の合併症は重要な臨床課題であり、

肝性脳症は門脈大循環短絡路形成が大きな発症要因となっている。本論文その治療法の

一つであるバルーン閉鎖下逆行性経静脈的塞栓術（baloon-occuluded retrograde 

transvenous obliteration：以下 BRTO）の治療後の肝血流動態を研究した内容である。 

対象は２０１０年６月から２０１３年１２月に BRTOを実施した２３名（肝癌発症し

た１例は除外）であり、肝血流動態は perfusion CT 法により検討した。本検討で用いた

perfusion の基本原理は Fick の原理を用い、dQ(t)/dt=kaCa(t)-kvCv(t)により、上記微

分方程式に MDCTより得られた Perfusion-Flow/Volume=d/Dt・c(t)/max/a(tmax)の計測デ

ータを代入して perfusionを求めている。Perfusion CT・血液検査・理学所見取得は BRTO

治療前・１週後、１月および３月後に実施した。 

BRTO は２３例全例において特に合併症なく実施され目的の塞栓が達成された。胃静

脈瘤は 15/15 で消失、血清アンモニア値は術前 120.0μg/dl より 59.5(1W), 78.5(1M), 

56.0(3M)と低下、脳症改善を認めた(8/8)。門脈血流は術前 220.9ml/mn に比し

278.7(1W),290.0(1M), 299.6(3M)と有意に(p=0.033)増加した。肝動脈血流は術前に比し

軽度低下していた。肝体積は有意な変化認めなかったが、血清アルブミン値は有意な上

昇を認めた（術前 3.4mg/dl,3M後 3.9mg/dl, p=0,024）。 

  これらの結果より門脈圧亢進症に伴う門脈大循環短絡路形成に対する BRTOの有用性

が示され、極めて重要な内容含む研究論文であると確認され、本論文は学位授与に値す

ると評価した。 

 


